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日合商 2023 年度  第三回理事会を開催しました
出席理事数 50 名（会場出席 34 名、書面出席 16 名）　出席監事数 6 名

2024 年 3 月 26 日（火）14：45 ～ 16：45

2023 年度  第二回合板需給懇談会を開催しました

◦議事事項
　① 2023 年度下期事業報告及び決算見込みの件
　② 2024 年度事業計画（案）及び予算（案）の件
　③ 任期満了に伴う総代及び役員改選の件
　④ 第 45 回及び第 46 回通常総会（総代会）の件
　⑤ 会勢強化の件
　⑥ 会勢強化に向けた福利厚生制度（損害保険）取扱いの件
　⑦ その他
◦報告事項
　① 2023 年度要望（陳情）活動について

◦議　　題
　① 林野の行政活動について
　② 国内の合板供給動向について
　③ 国内各地の需要動向について
　④ その他（質疑応答）

足立建一郎理事長、小川明範副理事長、石本勝範副理事長、初 好章専務理事ら本部
役員と、北海道・東北・北関東・東関東・東京・新潟・長野・静岡・神奈川・北陸・
関西・中国・四国・九州・沖縄の各支部から理事・監事ら 42 名が出席し、千代田区
の LEVEL XXI（Twenty-One）東京會舘において開催しました。

日合商 2023 年度 第三回理事会終了後、同会場において、生販の情報交換の場として、林野庁より林
政部木材産業課 課長 石田良行氏ら 3 名ご臨席のもと、2023 年度 第二回合板需給懇談会を開催。日本
合板工業組合連合会から井上篤博会長、野田四郎副会長、大和田康司副会長代理、似内 向理事代理、
中西宏一理事、岸 博一理事、上田浩史専務理事ら 7 名に出席いただきました。日合商からは、足立
建一郎理事長、小川明範副理事長、石本勝範副理事長、初 好章専務理事、全国各支部から理事・監事
ら 42 名が出席しました。

　足立建一郎理事長の開会挨拶、ひきつづき足立建一郎理事
長が議長となって第一号議案から第七号議案まで審議が行わ
れ、全会一致で可決承認されました。
　なお、第四号議案 第 45 回及び第 46 回の通常総会（総代会）
の件では、第 45 回通常総会の主管となる関西支部の丸 敏幸
支部長から「すでに 300 名を超える参加申込があった」との
報告がありました。また、第 46 回通常総会の主管となる中
部日本支部の夏目基幹支部長から「開催日は 2025 年 5 月 22
日（木）・23 日（金）、通常総会会場は名古屋観光ホテル、エ
クスカーションのゴルフコースは名門の三好カントリー倶楽
部での開催を決定、観光コースは調整中」との報告がありま
した。

　第五号議案 会勢強化の件では、昨年 10 月に開催した検討
委員会に基づき、会勢強化への取組みに合法木材供給事業者
の認定メリットを周知するとともに、賛助会員の協力を仰い
で加入が実現した例を挙げ、支部ごとの更なる会勢強化に努
めていただくようお願いしました。さらに第六号議案として、
日合商への加入メリットとなる福利厚生制度（損害保険）取
扱いの件について事務局より詳細を説明しました。
　つづいて、報告事項① 2023 年度要望（陳情）活動について、

「住宅・建築物耐震改修事業」の更なる周知と補助拡充などの
要望事項への各省庁からの回答を事務局から報告しました。
　議長から事務局に、その他議案について提案がないことを
確認して審議を終了し、閉会しました。

　需給懇談会に先立ち、日合商足立建一郎理事長が主催者代表
として挨拶。その中で、新設住宅着工数の前年割れがつづく中、
日銀がマイナス金利政策解除を決定したことが、資材値上げや
職人不足等による著しいコストアップ、住宅ローン金利の上昇
傾向と相まって住宅産業の今後に影響するのではないかと懸念
を示し、日合連の皆様に足並みを揃えて合板市況の安定に努め
ていただくことを要望。そのために生販それぞれの立場から忌
憚のない有意義な意見交換を行っていただきたいと、需給懇談
会開催の主旨を述べました。
　つづく日本合板工業組合連合会 井上篤博会長挨拶では、ま
ず、日合連の国産合板拡販への謝辞を頂きました。併せて、国
産合板メーカーでは適正な合板価格で流通することによって国
産材の山元に利益を還元していくことを目指していることへの
理解・協力と、物流を担う人手不足是正のためにも、余裕をもっ
て発注いただきたいとの要望がありました。

　林野庁からは木材産業課長 石田良行氏よりご挨拶と、「林野
庁令和 6 年度当初予算及び令和 5 年度補正予算について」（日
合商ホームページ トピックスに掲載）の概要について情報を提
供いただきました。つづいて、林野庁木材利用課 課長補佐 齋
藤 綾氏より、1 年後に施行される「合法伐採木材等の流通及び
利用の促進に関する法律（クリーンウッド法）の改正について」
概要を説明いただきました。
　日本合板工業組合連合会からご出席の石巻合板㈱、㈱日新、
丸玉木材㈱、㈱キーテック、新潟合板振興㈱からは、国産合板
の供給動向について、素材となる原木の価格を安定化しつつ生
産調整を継続との報告がありました。
　一方、日合商から出席の各支部代表者からは、戸建て住宅着
工数減少、合板需要の伸び悩み、人手不足などの課題を報告。
能登半島地震被災地の北陸では職人不足、職人を派遣したくて
も宿泊施設不足が課題。新潟市西区で液状化による住宅被害が

多 数 発 生 し、
道路修復も手
つ か ず の 状
況。総括とし
て、次世代に
継承できる高
性能な住宅ス
トックづくり
のための新築住宅建設＋リノベショーンに国産材を活用してい
くべきでは」と小川明範副理事長が意見を述べ、情報・意見交
換を終えました。
　合板需給懇談会終了後、同会場で立席形式による懇親会を開
催。日合商 石本勝範副理事長の乾杯の発声でスタートし、関西
支部 中村憲夫理事による中締めをはさんで交流を深め、閉会と
なりました。

小川明範副理事長　   足立建一郎理事長　　　石本勝範副理事長　　初 好章専務理事
足立建一郎理事長が

開会挨拶

第 45 回通常総会開催の
参加申し込み状況を説明する
関西支部
丸 敏幸支部長

第 46 回通常総会開催の
準備状況を
中部日本支部
夏目基幹支部長が報告

足立建一郎理事長が
主催者挨拶

日本合板工業組合連合会
井上篤博会長挨拶

林野庁
林政部木材産業課 課長

石田良行氏

林野庁
木材利用課 課長補佐

齋藤 綾氏



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目 【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 5 社

2024 年 3 月25 日現在
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東京の合板卸売り価格

北海道	 -0026 ④	 ㈱クワザワ	 代表取締役社長	 桑澤 嘉英

東京・長野	 -0122 ⑤	 横澤建材㈱	 代表取締役	 横澤 宏昭

東京・静岡	 -0243 ①	 ㈱永谷	 代表取締役	 永谷 和之

東京	 -0123 ⑤	 京浜住器㈱	 代表取締役	 戌亥 圭介

中国	 -0102 ①	 ㈱大三商行	 代表取締役	 石川 和重

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,750
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

3 月 13 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,750
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

3 月 21 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,750
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

3 月 27 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,750
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

4 月 3 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

合板需給検討委員会
2024 年 3 月 1 日の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合による

「2023 年度第四回合板需給検討委員会」を林野庁木材利用課ご臨席のも

と、合板会館（日合商会議室）において開催。木材行政推進のための情

報として林野庁に提供した合板の短期需給見通しの検討結果です。

　国産合板の需要

1. 令和 5 年第 4 四半期の実績について　　　今回（687 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）

　�合板需要に影響を与える新設木造住宅着工戸数は 21 カ月連続して減少し、実需が乏しい状況が
継続。（令和 5 年 12 月結果）前年同期は、流通では在庫の消化を進めながら不足分を当用買い
で手当てしていたが、今期は、流通在庫はほぼ消化され、実需に見合った出荷量で推移。結果、
実需相当量、供給量と見合いの 687 千㎥（前年比 106％）の結果となる。

2. 令和 6 年第 1 四半期の見込みについて　　今回（660 千㎥）
（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）

　�1 月も新設木造住宅着工は前年に比べて減少。また、価格も弱含みの状況で底値が見えない中、
流通は実需に見合った当用買いを継続すると推測。今期に影響する令和 5 年第 4 四半期の木造
住宅着工数は、令和 5 年第 3 四半期比で 94.4％となることから、需要も前期比同水準の 96％程
度で推移すると見込む。結果、供給量と同水準の前年同期比 115％と見込む。

3. 令和 6 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（660 千㎥）
（見通し作成の根拠）

　�新設住宅着工戸数の減少傾向に加え、住宅価格上昇による建築面積低減の動きや、プレカット
工場の受注状況からすると、需要回復は見通しにくい状況が継続。2024 年物流問題等、コスト
UP の要因がある中、底値が固まるまでは現状の当用買いが継続される見通し。なお、流通在庫
が払拭されはじめた昨年 6 月以降は、毎月 20 万㎥を超えた出荷量となっており、この数量が実
需に見合った数量と考えると、前期と同水準の出荷量となる見通し。

（前年同期との差異について）
　�結果、前年同期比 106.8％の見通し。
4. 令和 6 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（670 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�合板需要に影響を与える木造戸建住宅の回復は現時点では不透明であり、実需不足が危惧され

る。但し、例年であれば繁忙期という事もあり、実需の盛り返しや非住宅物件の増加に期待した
いところ。また、価格の先安感が払拭されることにも期待し、前期比微増の出荷量となる見通し。

（前年同期との差異について）
　�結果、前年同期比 101.4％の見通し

　輸入合板の需要

1. 令和 5 年第 4 四半期の実績について　　　今回（580 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）

　�11 月に一過性ではあるものの今年初となる 20 万㎥を超える供給量となり、前年同期比微減の 98.8％
の供給量となる。一方、需要は実需の乏しさに変化はないものの、塗装型枠など品薄製品中心の手当
てにより、入荷量を上回る出荷となる。前年同期比 93.4％の見込みを立てたが、供給量も増加したこ
ともあり前年同期比 106.2％の結果となる。

2. 令和 6 年第 1 四半期の見込みについて　　今回（520 千㎥）
（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）

　�1 月の供給量は 20 万㎥を超えたが、これは JAS 印の輸入業者名印字前の駆け込みがあった為と推測さ
れる。現地の生産コスト、原木事情、為替動向を踏まえると、価格を戻したいタイミングではあるものの、
実需不足もあり価格は保合状態が続き、国内合板同様に当用買いは継続する見込み。1 月に一過性で
増加した入荷量は加味せずに実需に見合った需要と推測すると、前年同期比 103.8％の見込み。

3. 令和 6 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（520 千㎥）
（見通し作成の根拠）

　�実需の乏しさに加え円安傾向にある中、輸入商社は積極的な手当ては行わず、入荷量は前期比で減少
の見通し。なお、昨年は実需が見えにくい中、急激な円安になった事から、先安感が漂い供給・需要
共に大きく落ち込む。今期も実需が見えにくいため、前期同様に当用買いは継続され、供給量相当分
の出荷量となる見通し。

（前年同期との差異について）
　�結果、前年同期比 112.6％の見通し
4. 令和 6 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（530 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�大阪・関西万博の準備も佳境に入り能登半島地震復興等にもより、職人不足が危惧される。為替変動

リスクもあり、現在の供給量が続くと品目によっては品不足になる見方もある。国内合板同様繁忙期
に入ることから、非住宅物件等へ期待したいところだが、職人不足、コスト UP 等下押し要因もある
ことから、前期比微増での推移となる見通し。

（前年同期との差異について）
　�結果、前年同期比 102.8％の見通し

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2023(R5) 10-12
前回予測 (1,193) (681) (512) (1,180) (670) (510) (1,007.318) (121.498) (885.820)

実績 1,243.599 685.492 558.107 1,267.131 687.323 579.808 970.959 108.840 862.119
計 4,512.913 2,528.518 1,984.395 4,599.049 2,540.468 2,058.581

2024(R6)  1-3
前回予測 (1,180) (670) (510) (1,160) (660) (500) (1,027.318) (131.498) (895.820)

見込み 1,199.000 660.000 539.000 1,180.000 660.000 520.000 989.959 108.840 881.119

4-6
前回予測 (1,205) (680) (525) (1,170) (670) (500) (1,062.318) (141.498) (920.820)

見通し 1,200.000 680.000 520.000 1,180.000 660.000 520.000 1,009.959 128.840 881.119
7-9 見通し 1,245.000 690.000 555.000 1,200.000 670.000 530.000 1,054.959 148.840 906.119

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）
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概　要
　2024 年 1 月の新設住宅着工戸数は 58,849 戸（前年同月比 7.5％減）で 8 カ月連
続の減少となった。その内、木造住宅は 31,754 戸（前年同月比 2.3％減）で 22 カ
月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 80.2 万戸で前月比 1.5％減、先月
の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では、持家が 14,805 戸（前年同月比 11.0％減）で 26 カ月連続の減
少、貸家は 24,681 戸（同比 2.7％増）で 6 カ月ぶりの増加、分譲住宅は 19,039 戸

（同比 16.1％減）で先月の増加から再びの減少。分譲の内訳はマンションが 9,020
戸（同比 24.8％減）先月の増加から再びの減少、戸建ては 9,867 戸（同比 6.7％減）
と 15 カ月連続の減少となった。
　貸家は増加したが、持家及び分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 7.5％
の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　1 月の国内合板生産量 20.1 万㎥（前月比 91.1％、前年同月比 103.0％）と発表
された。その内、針葉樹合板の生産量は 19.9 万㎥（同比 91.7％、104.5％）となり、
出荷量は 19.7 万㎥（同比 91.2％、105.2％）で在庫量は 16.8 万㎥となった。

　輸入合板の 1 月度入荷量は 20.2 万㎥（前月比 109.5％、前年同月比 111.2％）と
なった。国別入荷量は、マレーシアが 5.0 万㎥、インドネシアが 6.1 万㎥、中国が 5.5
万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は 2 月に引き続き 3 月も低調な荷動きである。メーカー各社が
相場の下落を避けるように減産を表明し働きかけているが、現実として川下から
の揺さぶりもあり流通での安値販売が散見される。メーカー建値に疑問の声が聞
こえてきており、弱基調は払拭されない。市況を安定させるために、メーカーに
は今後も更に生産調整を実施して、需給バランスの再構築を図る意向を示してい
ただきたい。国内相場安定には、メーカー各社が建値をしっかり出来るかが焦点
になっている。
　輸入合板は、現地はほぼ価格底打ちの兆しが出てきたが、需要背景が乏しいこと
や為替の影響もあり、現地への発注量は小ロット傾向となっている。当面はまとまっ
て入庫しづらい展開となってくると思われる。現状、為替変動分の販売価格への転
嫁が遅れている点が見受けられるので、欠品アイテムから価格が調整されてくると
思われる。そこのところを踏まえたうえで手当てを進めていただきたい。
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工務店・販売店様による需要予測
　2023 年の新設住宅着工数は 81 万 9,623 戸（前年比 95.4％）と 3 年ぶりに減少に転じ

た。利用関係別で見ると持家（前年比 88.6％）、貸家（同 99.7％）、分譲マンション（同

99.7％）、分譲戸建て（同 94.0％）となり全種別で減少となった。なかでも持家は 25 カ

月連続、分譲戸建ては 14 カ月連続して前年を下回り、戸建て住宅で苦戦したことが改め

て浮き彫りになった。

　そのような中、2024 年 4 月～ 6 月の需要予測がまとまった。工務店・販売店の需要予

測では、工務店がマイナス 32.0 ポイント、販売店がマイナス 36.1 ポイントと共に前回

調査からマイナスポイントが拡大し、1 年ぶりにマイナスへ振れる見通しとなった。地

域別では北陸、中国を除くエリアでマイナスポイントが拡大する見通しとなっている。

　2023 年は「住宅省エネ 2023 キャンペーン」などの国策により住宅性能の向上に一定

の成果が見られた。また、年頭に発生した大地震では旧耐震基準の住宅が大きな被害を

受けたことから、人々の耐震への関心は以前にも増して高まっている。自治体において

は木造住宅耐震改修補助金の活用促進を強化する動きも出てきている。

主要メーカー様による販売予測
　主力メーカーの販売予測は、全ての分類で前回調査から「減少」が拡大。中でも『合板』

と『窯業・断熱』については、「減少」が 5 割を上回る結果となった。一方で、『住設機

器』は「増加」が拡大してプラスに転じ、

住設リフォームは堅調な様子が窺える。

2024（令和 6）年 4 月～ 6 月需要動向予測（抜粋）J K情報センター

増加予測 前年並予測 減少予測
合　板 18.2％ 27.3％ 54.5％
木質建材 11.8％ 47.0％ 41.2％
窯業・断熱 12.5％ 29.2％ 58.3％
住設機器 30.4％ 56.6％ 13.0％

販売店様による景気動向の推移

販売様による需要予測

過去 2 年間の仕事量の見通しをポイントで表したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの割合を
算出しました。
単位は／「％」となります。

全国　回答数 2,718
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2024.04.01　官公庁からのお知らせ
【林野庁・周知依頼】パートナーシップ構築宣言について

中小企業庁より、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」の公表に基づき、本
年 3 月 25 日の下請中小企業振興法に基づく「振興基準」改正を受け、パートナーシップ構
築宣言の「ひな形」も同日付で改正。新しいひな形での「パートナーシップ構築宣言」の更
新及び実行を呼びかけ。

2024.04.01　官公庁からのお知らせ
第二回合板需給懇談会／林野庁より情報提供資料のご案内
参考 1「木材需給動向について」
参考 2「令和 6 年度当初予算及び令和 5 年度補正予算について」
参考 3「国産木材活用住宅ラベルホームページの公開について（プレスリリース）」

2024.03.25　お知らせ
（一社）全国木材連合会より、JAS 構造材のパンフレット 「安心・安全の国産 JAS 構造材」 希望

者に PDF データを配布開始

2024.03.19　官公庁からのお知らせ
【お知らせ】林野庁「モクレポ ～ 林産物に関するマンスリーレポート」

今月号では、令和 6 年能登半島地震に係る林野関係の被害・対応状況の第 3 報や、2022 年の
林業産出額について特集。

2024.03.12　官公庁からのお知らせ
【御連絡】不当な下請代金の減額の防止に係る要請について

中小企業庁より、物価上昇を上回る賃上げを中小企業でも実現するため、不当な下請代金の
減額に係る下請法に違反する行為の未然防止に努めるよう、取引適正化に資する取組みへの
要請。

2024.03.11　官公庁からのお知らせ
国土交通省より、令和 5 年度補正予算、令和 6 年度当初予算案及び令和 6 年度税制改正大綱
に盛り込まれた「良質な住宅・建築物の取得・改修に関する支援制度」の WEB 動画配信

【通常総会】5 月 16 日（木）
　・理事会／総会受付　12：00 ～
　・理事会　　　　　　13：00 ～
　・総　会　　　　　　14：30 ～ 16：00 
　・講演会　　　　　　16：30 ～ 17：50 
　　　講　師：野球解説者 / スポーツコメンテーター
　　　　　　　広澤  克実　（ひろさわ  かつみ）氏
　　　演　題：「我が野球人生 ～リーダーシップとは～」
　・懇親会　　　　　　18：00 ～ 19：50 
　　　着座形式で京料理などをお楽しみいただけるビュッフェスタイルのパーティーです。
　　　アトラクション：宮川町　芸舞妓による祝舞
　・二次会　　　　　　20：00 ～ 22：00　①ホテル内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②参加人数限定オプショナルツアー

【エクスカーション】5 月 17 日（金）
　〈ゴルフコース〉
　　茨木カンツリー倶楽部にて（20 組 80 名 先着順）
　　設立 100 周年を迎える関西名門ゴルフコースでのプレーを楽しんでいただきます。
　〈観光コース〉
　　「世界文化遺産 醍醐寺特別拝観」と「龍馬と幕末の史跡巡り」（定員 40 名 先着順）
　　�開山 1150 年を迎える世界文化遺産の醍醐寺では、通常は一般非公開のところをご案内。
　　ご昼食は、伏見の老舗料亭で京料理を味わっていただきます。
　　※�観光コースは、醍醐寺の境内をはじめ徒歩での散策が多くなりますので、歩きやすい服装・靴でご参

加ください。

皆様のお越しを心よりお待ちしております！

日本合板商業組合 第45 回通常総会 in 京都

日合商支部・地区支部　活動スケジュール
日程 支部・地区支部 内容 会場

6 月 13 日（木） 北関東 定期総会 マークグランドホテルさいたま新都心

6 月 21 日（金） 東 関 東 定期総会 ホテルグリーンタワー幕張

6 月 24 日（月） 中　国 定期総会 リーガロイヤルホテル広島

6 月 28 日（金） 北 　 陸 定期総会 ホテル日航金沢

日合商支部で 3 月に開催した懇親ゴルフ会

2024 年 3 月 6 日（水）
関西支部　懇親ゴルフ大会
茨木カンツリー倶楽部にて　31 名参加

【成績 TOP５】（敬称略）

優勝　庄司 茂希
２位　石本 勝範
３位　上川 淳也
４位　伊藤 公雄
５位　岩井 敏　

前夜からの雨は上がったものの
曇りがちで肌寒い中で熱戦を繰
り広げました。

2024 年度  定期 日合商 WEB セミナー　予定

★組合員・会員専用ページパスワードは 4 月 8 日から変更しています！

　ID ▶ nichigosho　　　　　パスワード▶ reiwa06（ゼロロク）

講師：清水英雄事務所株式会社　代表取締役社長　清水 大悟  氏

回 開催月 テーマ

1 6 月 災害時の住宅安全と復旧への挑戦：未来の災害対策と住宅設計

2 9 月 DX の次なるステップ、工務店支援のサステナビリティ 2024

3 11 月 住宅・リフォーム市場最前線 2024 年～ 2025 年の業界動向予測

4 2025 年 2 月 建設業界の未来と課題解決へのアプローチ

※アーカイブでの視聴も可能です。

日合商ホームページトピックスより抜粋


